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保留音の前提条件
• Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.6以前のリリースでは、G.729を使用するシステ
ムで保留音（MOH）を受信する電話機は、G.711とG.729の間のトランスコーディングを
必要とします。Unified CiscoMobility Expressリリース 11.7以降では、Unfiied CiscoMobility
Expressで G.729コーデック形式のMOHファイルが構成されている場合、トランスコー
ディングは必要ありません。トランスコーディングの詳細については、トランスコーディ

ングリソースの構成を参照してください。

• MOHのトランスコーディングは、Unified CiscoMobility Expressリリース 11.7以降のCisco
4000シリーズサービス統合型ルータでサポートされています。

保留音の制約事項
• IP Phoneでは、224.x.x.xアドレスでのマルチキャストはサポートされません。

• Cisco Unified CME 3.3以前のバージョンは、他のCisco Unified CME電話機を保留中のロー
カル Cisco Unified CME電話機に対するMOHをサポートしていません。代わりに、これ
らの通話者には周期的な繰り返し音が聞こえます。

• Cisco Unified Cisco Mobility Express 4.0以降のバージョンは、multicast mohコマンドを使
用して、電話機を配置するサブネットへのパケットのフローが有効になっている場合の

み、SCCP電話機の内部通話用MOHをサポートします。
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• Cisco VG224アナログ音声ゲートウェイまたはWAN（リモート内線）を経由して接続さ
れている内線では、内部コールに対してMOHは聞こえません。

•電話機が、mtpコマンドまたはunicastキーワード付きpaging-dnコマンドで構成されてい
る場合、マルチキャストMOHはサポートされません。

• SCCPからSCCP電話機への通話の場合、ユニキャストMoHはサポートされません。マル
チキャストMoHは、有効になっている場合にサポートされます。マルチキャストMoHが
有効になっていない場合、保留音がサポートされます。

•マルチキャストMOHは、SIP電話ではサポートされていません。

•マルチキャストMOHは、同じデバイス上のトンネルのコロケーションをサポートしてい
ません。

Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータのライブフィードからの保留音の制約事項

•ライブフィードからのMOHは、G.711コーデックのみをサポートします。MOH再生側が
g711ulawまたは g711alaw以外のコーデックを使用している場合は、トランスコーディン
グが必要です。

• E&Mは、Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータではサポートされていません。FXO
ベースのライブフィードのみがサポートされています。

Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1aリリースの Unified Cisco Mobility Express 12.6は、マルチ
キャスト保留音を含む通話フローに推奨されるリリースではありません。

（注）

保留音について

保留音の概要

MOHは、Cisco Unified CMEシステム内の電話機によって保留されている、PSTNおよび VoIP
G.711またはG.729発信者に対して再生されるオーディオストリームです。このオーディオス
トリームは、発信者がまだ自分のコールに接続されていることを再確認するためのものです。

表 1 :保留音（MOH） では、PSTNのMOHとローカル IP PhoneのマルチキャストMOHのオ
プションの概要が示されています。
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表 1 :保留音（MOH）

設定方法説明オーディオソー

ス

音声ストリームを提供する音

声ファイルからの保留音

（MOH）の構成

外部オーディオ入力は不要です。フラッシュメモ

リ

ライブフィードからの保留音

（MOH）の構成
ローカル IPPhoneでは、マルチキャストオー
ディオストリームに最小限の遅延がありま

す。PSTN発信者のMOHストリームは、数
秒遅延します。ライブフィードオーディオ

入力が失敗すると、保留されている発信者に

は何も聞こえません。

ライブフィード

音声ストリームを提供する音

声ファイルからの保留音

（MOH）の構成

および

ライブフィードからの保留音

（MOH）の構成

ライブフィードストリームは、PSTNとロー
カル IP Phone発信者の両方に対して数秒遅延
します。フラッシュMOHは、ライブフィー
ドMOHのバックアップとして機能します。

ライブフィードからのMOHが見つからない
場合または、失敗した場合、Unified Cisco
MobilityExpressは、フラッシュメモリからの
MOHの再生に切り替えます。

ライブフィード

とフラッシュメ

モリ

保留音

MOHは、Cisco Unified CMEシステム内の電話機によって保留されている、PSTNおよび VoIP
G.711またはG.729発信者に対して再生されるオーディオストリームです。このオーディオス
トリームは、発信者がまだ自分のコールに接続されていることを再確認するためのものです。

Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.6および以前のリリースの場合、MOHを受信する電
話機は、G.729コーデックを使用するシステムの一部で、G.711とG.729間でトランスコーディ
ングが必要でした。G.711MOHは、G.729に変換する必要があります。圧縮が行われるため、
G.729を使用するMOHは、G.711を使用するMOHと比較して音質が著しく低いことに注意し
てください。Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.7以降、G.711および G.729コーデック
フォーマットMOHファイルがUnified Cisco Mobility Expressで構成されている場合、トランス
コーディングは不要です。トランスコーディングの詳細については、「トランスコーディング

リソース」を参照してください。

MOH用に使用するオーディオストリームは、次の 2つのソースのいずれかから取得できま
す。

•オーディオファイルーオーディオファイルのMOHオーディオストリームは、ルータフ
ラッシュメモリの .auまたは .wavから提供されます。構成情報については、音声ストリー
ムを提供する音声ファイルからの保留音（MOH）の構成を参照してください。
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•ライブフィードーライブフィードからのMOHオーディオストリームは、FXOまたは「ear
and mouth」（E&M）アナログ音声ポートを経由して直接接続される標準回線レベルオー
ディオ接続から提供されます。構成情報については、ライブフィードからの保留音（MOH）
の構成を参照してください。

E&Mは、Unified CiscoMobility Express用のCisco 4000シリー
ズサービス統合型ルータではサポートされていません。

（注）

ライブフィードからの保留音

ライブフィード機能は、一般的にCDジュークボックスプレーヤーへの接続に使用されます。
ライブフィードからMOHを構成するには、通話に対して音声ポートとダイヤルピアを確立
し、「ダミー」ephone-dnも作成します。ephone-dnには、コールの発信と受信のために電話番
号または内線番号を割り当てる必要がありますが、物理的な電話機に番号が割り当てられるこ

とはありません。システムごとに、1つのライブMOHフィードだけがサポートされます。

アナログ E&MポートをライブフィードMOHインターフェイスとして使用するには、最低限
の数の外部コンポーネントが必要です。回線レベルのオーディオフィード（標準オーディオ

ジャック）を E&M RJ-45コネクタのピン 3と 6に直接接続します。E&M音声インターフェイ
スカード（VIC）には、外部オーディオソースと正しく電気的に分離するためのオーディオ
トランスが内蔵されています。E&Mポート上のオーディオ接続に、ループ電流は必要ありま
せん。signal immediateおよび auto-cut-throughコマンドは、この音声ポートで E&Mシグナリ
ングを無効化します。E&Mポート上のデジタルシグナルプロセッサ（DSP）により、G.711
オーディオパケットストリームが生成されます。

E&Mは、Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータのライブフィードからのMOHをサ
ポートしていません。FXOベースのライブMOHフィードのみがサポートされています。

（注）

FXOポートをライブフィードMOHインターフェイスとして使用する場合で、MOHソースに
FXO RJ-11コネクタ以外の別のコネクタがある場合、MOD-SCケーブルを使用してMOHソー
スを FXOポートに接続します。ライブフィードからのMOHは、VIC2-2FXO、VIC2-4FXO、
EM-HDA-3FXS/4FXO、EM-HDA-6FXO、および EM2-HDA-4FXOでサポートされています。

Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータの場合、ライブフィードからのMOHは、次のシス
コネットワークインターフェイスモジュール（NIM）でサポートされます。

• NIM-2FXO

• NIM-4FXO

• NIM-2FXS/4FXO

• NIM-VIC-2FXS/4FXOP
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signal loop-start live-feedコマンドが、音声ポートで構成されている場合、ライブフィードソー
スを直接 FXOポートに接続できます。または、外部のサードパーティアダプタを経由して、
ポートをバッテリフィードに提供する必要があります。外部アダプタは、通常の電話会社

（telco）バッテリ電圧を正しい極性で、FXOポートのチップアンドリングリードに提供する
必要があります。また、外部オーディオソースと FXOポートのチップアンドリングリード
の間を、トランスで分離する必要があります。

フラッシュファイルから音楽を読み取るのではなく、ライブフィードからの音楽をMOHプレ
イアウトバッファに連続的に供給するので、通常は 2秒の遅延が発生します。MOH用に設定
されたディレクトリ番号によって接続が確立されるまで、MOHライブフィードソースに対す
る発信コールが 30秒ごとに試行（または再試行）されます。何らかの理由でライブフィード
ソースがシャットダウンされた場合、フラッシュメモリソースが自動的にアクティブになり

ます。

ライブフィードMOH接続が、Cisco Unified CiscoMobility Express MOHシステムによって作成
された、またはライブフィードMOHポートを直接呼び出す外部ソースによって作成された、
自動接続される音声通話として確立されます。MOHコールは、PSTNから、またはPSTNに対
して実行するか、または音声アクティビティ検出（VAD）が無効の VoIPを介して実行できま
す。構成中にオプションの out-callキーワードがmohコマンドと一緒に使用された場合を除い
て、通話は、着信通話とみなされます。

Unified Cisco Mobility Expressルータは、MOHストリームのソースとして通話からのオーディ
オストリームを使用し、フラッシュファイルで利用できる任意のオーディオストリームを置き

換えます。着信コールを介して受信されるMOHストリームの例として、ephone-dnをコール
してオーディオストリームを Cisco Unified CMEルータに配信する外部 H.323ベースのサーバ
デバイスがあります。

構成情報については、ライブフィードからの保留音（MOH）の構成を参照してください。

構成例については、例を参照してください。

Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータのライブフィードからの保留音（MOH）

Unified Cisco Mobility Expressリリース 12.2以降の場合、ライブフィードのMOHが、すべての
電話機タイプ（SIP、SCCP、PSTN、SIPトランク）のCisco4000シリーズサービス統合型ルー
タでサポートされます。Unified CiscoMobility Expressリリース 12.2で導入された機能サポート
の一環として、FXOベースのライブフィードがサポートされます。FXOベースのライブフィー
ドが利用できない場合、Unified Cisco Mobility ExpressはフラッシュベースのMOH再生に切り
替えます。MOHオプションが無効になっている場合、発信者には保留音もMOH再生も聞こ
えません。

ライブフィードとフラッシュベースの両方の音声ファイルをMOHのソースとして構成した場
合、ルータは、ライブフィードの方を先に探します。ライブフィードが見つかると、オーディ

オファイルソースは利用されません。ライブフィードが見つからないか、いずれかの時点で

失敗した場合、ルータは、MOHオーディオファイル設定で指定されたオーディオファイル
ソースにフォールバックします。これが推奨されている設定です。

ライブフィードからのMOHは、G.711コーデックのみをサポートします。SIPトランク上の
MOHライブフィードに G.711以外のコーデックがある場合、ライブフィードからMOHを再
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生するには、トランスコーダの挿入が必要です。TDMトランクは G.711コーデックをサポー
トします。したがって、TDMトランクからの通話に対してMOHを再生するためにトランス
コーダを挿入する必要はありません。

Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータでサポートされているライブフィードからのMOH
の場合:

• SIPトランクまたは回線側に G.729コーデックがあり、トランスコーディングに DSPリ
ソースを使用できない場合、MOHはルータのフラッシュメモリ内の G.729コーデック
フォーマットファイルから再生されます。

• SIPトランクまたは回線側に G.729コーデックがあり、DSPリソースがトランスコーディ
ングに使用できる場合、ライブフィードからのMOHが再生されます。ライブフィードか
らのMOHが失敗した場合、MOHは、DSPリソースを使用して、ルータのフラッシュメ
モリにある G.711コーデックフォーマットファイルから再生されます。

• SIPトランクまたは回線側に G.729または G.711以外のコーデックがあり、トランスコー
ディングにDSPリソースを使用できない場合、MOHは再生されません（デッドエア）。

マルチキャストMOH
Cisco CME 3.0以降のバージョンでは、MOHオーディオストリームをマルチキャストソース
として設定できます。また、マルチキャストMOHとして設定された Cisco Unified CMEルー
タも、指定されたルータの物理 IPインターフェイス上でオーディオストリームを送信して、
外部デバイスによるストリームへのアクセスを許可します。

Unified Cisco Mobility Expressリリース 12.2（Cisco IOS XE Fuji 16.8.1リリース）から、マルチ
キャストソースとして、ライブフィードからMOHオーディオストリームを構成できます。ラ
イブフィードMoHは、SCCP電話機がリモートの相手（SCCP電話機、SIP電話機、TDMトラ
ンク、または SIPトランク）を保留にする場合にサポートされます。MoHは、リモートの相
手がSCCP電話である場合にのみ、マルチキャストアドレスをソースとします。他の当事者の
場合は、ユニキャストアドレスになります。このサポートは、Cisco 4000シリーズサービス統
合型ルータで導入されます。

IP Phoneの中には、IPマルチキャストをサポートしないため、マルチキャストMOHをサポー
トしないものがあります。Cisco Unified CME 4.0以降のバージョンでは、マルチキャストをサ
ポートしない電話機ごとにマルチキャストMOHを無効にできます。発信者には、保留中にな
ると繰り返し音が聞こえます。

SIP電話の保留音
Cisco Unified CME 4.1以降のバージョンでは、MOH機能は、SIP電話からのコールが保留に
なった場合、または SIP電話のユーザが SIP、SCCP、または POTSエンドポイントによって保
留になった場合にサポートされます。保留側（保留キーを押す側）または被保留側（保留にさ

れる側）は、同じ Cisco Unified CME上に存在することも、また SIPトランクを通して接続さ
れる、異なるCisco Unified CME上に存在することも可能です。また、MOHは、トランスコー
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ディングデバイスを使用した、または使用しないコール転送および会議に対してもサポートさ

れます。

SIP電話のMOH設定は、SCCP電話のMOH設定と同じです。構成情報については、保留音の
構成を参照してください。

保留音の拡張機能

Cisco Unified CME 8.0以降のバージョンでは、保留中の PSTNとVoIPの発信者に異なるメディ
アストリームを再生することにより、MOH機能が拡張されています。MOH拡張機能を使用
すると、ルータのフラッシュメモリに格納された複数のメディアファイルから最大5種類の追
加のメディアストリームを構成でき、MOHメディアファイルをストリーミングするために個
別のルータを準備する必要がありません。

Cisco Unified CME 8.0 MOH拡張機能を使用すると、MOHグループを作成し、これらのMOH
グループに ephone内線番号を割り当てて、異なるメディアストリームを受信できます。MOH
グループ化で設定された内線番号に対する発信者は、保留にされたときに、異なるMOHメ
ディアストリームを聞くことができます。

最大 5つのMOHグループを構成できます。各メディアソースファイルのサイズは、ブランチ
内のさまざまな部門の ephone用の Cisco Unified Cisco Mobility Expressルータで 64 KBから 10
MBの範囲になります。MOHグループは、その ephoneの内線番号を使用して ephoneにリンク
されます。構成情報については、異なるメディアソースをサポートする保留音（MOH）グルー
プの構成を参照してください。

また、個別のディレクトリ番号を設定して、任意のMOHグループを Cisco Unified CMEルー
タ上のMOHソースとして選択できます。ディレクトリの内線番号は、ephoneを特定のMOH
グループに関連付けます。そして、これらの内線番号への発信者は、保留されるときに異なる

メディアストリームを聞くことができます。構成情報については、MOHグループをディレク
トリ番号に割り当てるを参照してください。

同様に、内部ディレクトリ番号からの発信者は、MOHグループが内部コールに割り当てられ
たときに、異なるメディアストリームを聞くことができます。構成情報については、SCCP電
話機のみにすべての内部通話へのMHOグループを割り当てるを参照してください。

ephoneの発信者が保留されると、次のプライオリティ規則が適用されます。

•一番高い優先度は、内部通話用に定義されたMOHグループです。

• 2番目に高い優先度は、ephone-dn用に定義されたMOHグループです。

• MOHグループが ephone-dnまたは内部通話用に定義されていない場合、ephone-dn-template
で意義されたMOHグループが優先されます。

• MOHグループで定義された内線番号の優先度は一番低くなります。

•どのMOHグループとも関連付けられていない電話機は、telephony-service構成モードの
mohコマンドで定義されたMOHパラメータがデフォルトになります。
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選択したMOHグループが存在しない場合、発信者には保留音が聞こえます。（注）

MOHグループを定義するために、ブランチ内の部門には、重複のない内線番号とマルチ
キャスト宛先を設定することを推奨します。

（注）

システムパフォーマンスを向上させるためのMOHファイルのキャッ
シュ

MOHファイルをキャッシュすると、CPU使用率が低下し、システムのパフォーマンスが向上
します。ただし、キャッシュするには大きいMOHファイルを格納するためのメモリバッファ
が必要になります。将来使用する可能性があるMOHファイルをキャッシュするためのバッ
ファファイルサイズを設定できます。デフォルトのMOHファイルバッファサイズは 64KB
（8秒間）です。最大バッファサイズ（ファイルごと）は、64KB（8秒間）～ 10,000KB（約
20分間）の間で構成できます。moh-file-bufferコマンドを使用すると、将来のMOHファイル
のためにMOHファイルバッファを割り当てることができます。MOHファイルのバッファサ
イズの構成を参照してください。ファイルがキャッシュされたかどうかまた、キャッシュされ

たMOHファイルが更新されたかどうかを確認するには、MOHファイルキャッシュの確認を
参照してください。

ファイルサイズが大きすぎる場合、バッファサイズは 64 KBに戻ります。（注）

保留音（MOH）用 G.711ファイルおよび G.729ファイルの構成
Cisco Unified Cisco Mobility Express 11.7リリース以降、G.711および G.729コーデック形式の
MOHファイルを Unified Cisco Mobility Expressで構成できます。保留にし、MOHを再生する
必要がある通話（回線またはトランク通話）の場合、使用されるコーデックが G.729または
G.711の場合、トランスコードの挿入は必要ありません。この新機能は、電話機またはトラン
クで使用されているコーデックに基づいて、一致するコーデック（G.729または G.711）を動
的に選択します。トランスコードの挿入は、保留音を再生する電話機のコーデックがG.729で
も G.711でもない場合にのみ必要です。MOHの構成に関する詳細は、「保留音の構成（9
ページ）」を参照してください。

G.711および G.729コーデック形式のMOHファイルが Unified Cisco Mobility Expressで構成さ
れている場合、トランスコーディングが必要になるのは、iLBCなどの他のコーデック形式の
MOHファイルをサポートするためだけです。MOHが Unified Cisco Mobility Expressでサポー
トされるようにするには、telephony-serviceでG.711コーデック形式のMOHファイルを構成す
る必要があります。

保留音
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G.729またはG.729Aコーデック形式のMOHファイルを構成する前に、プライマリG.711
コーデック形式のMOHファイルを構成する必要があります。

G.711および G.729コーデック形式のMOHファイルを Unified Cisco Mobility Expressルー
タのフラッシュメモリで使用できるようにすることをお勧めします。

（注）

SCCP回線と SIPトランク間の通話に G.729または G.711以外のコーデックがあるシナリ
オでは、SCCP回線が SIP電話機を保留にしても、MOHは再生されません。

SCCP回線と SIP回線の間で通話が発信され、通話が SIP側から保留されるシナリオで
は、MOHは G.711コーデック形式のMOHファイルからのみ再生されます。

（注）

保留音の構成

音声ストリームを提供する音声ファイルからの保留音（MOH）の構成

オーディオファイルおよびライブフィードからMOHを設定する場合、ルータは最初に
ライブフィードを探します。ライブフィードが見つかると、オーディオファイルソー

スは利用されません。ライブフィードが見つからないか、いずれかの時点で失敗した場

合、ルータは、オーディオファイルソースにフォールバックします。

（注）

Cisco Mobility Expressソフトウェアに同梱されているMOHファイルは、完全に著作権使
用料無料です。

（注）

保留音

9

保留音

保留音の構成



•オーディオファイルを別のファイルに変更するには、2番目のがいるを指定する前
に、no mohコマンドを使用して、1番目のファイルを削除する必要があります。最
初のファイルを削除しないで 2番めのファイルを設定すると、MOHメカニズムが機
能しなくなり、ルータを再起動して問題を解決することが必要になる場合がありま

す。

• MOHファイルの音量レベルはCisco IOSソフトウェアから調整できません。したがっ
て、ファイルをルータのフラッシュメモリにロードするときに、音量レベルを変更

できません。MOHファイルの音量レベルを調整するには、ファイルをルータのフ
ラッシュメモリにダウンロードする前に、オーディオエディタでファイルを編集し

ます。

制約事項

始める前に

• SIP電話機では、Cisco Unified CME 4.1以降のバージョンが必要。

•音楽ファイルが、ルータのフラッシュメモリに保存されている必要があります。このファ
イルは、G.711形式になっている必要があります。ファイルは .auファイル形式または .wav
ファイル形式にできますが、ファイル形式には、たとえば、ITU-T A-lawまたは mu-law
データ形式など、8ビット、8 kHzのデータが含まれている必要があります。

• Cisco Unified Cisco Mobility Expressリリース 11.7以降では、MOHファイルを G.729コー
デック形式で構成すると、ルータのフラッシュメモリに保存できます。G.729ファイルは
MOHソースとして使用できます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service
4. moh filename

5. multicast moh ip-address port port-number [route ip-address-list]
6. exit
7. ephone phone-tag

8. multicast-moh
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

保留音
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目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

Router(config)# telephony-service

指定されたファイルを使用して保留音を有効にしま

す。

moh filename

例：

ステップ 4

•このコマンドを使用してファイルを指定し、後
日異なるファイルを使用する場合は、2番目の

Router(config-telephony)# moh minuet.au

または

Router(config-telephony)# moh
flash:moh_g711u_music.wav

ファイルの構成前に、nomohコマンドを使用し
て 1番目のファイルの使用を無効にします。

• G.729 MOHファイルは、G.711 MOHファイル
と一緒に構成できます。Unified Cisco Mobility

Router(config-telephony)# moh g729
flash:SampleAudioSource.g729.wav

Expressは、回線またはトランクでネゴシエート
されたコーデックに基づいて、再生するMOH
ファイルを選択します。

このオーディオストリームを、マルチキャストに加

え、MOHでも使用することを指定します。
multicast moh ip-address port port-number [route
ip-address-list]

例：

ステップ 5

このコマンドは、MOHを内線通話に使用
するために必要で、mohコマンドを使用し
てMOHを有効にした後に構成する必要が
あります。

（注）

Router(config-telephony)# multicast moh
239.10.16.4 port 16384 route 10.10.29.17
10.10.29.33

• ip-addressマルチキャストの宛先 IPアドレス

• port port-number—マルチキャストのメディア
ポート。範囲は 2000～ 65535です。IP Phoneと
ルータの間の通常のRTPメディア転送で使用さ
れていることから、ポート 2000の使用を推奨
します。

マルチキャストの有効なポート番号には、

16384から 32767の範囲の偶数の番号が含
まれます。（奇数値はシステムで予約され

ています）。

（注）

• route—（オプション）IPマルチキャストパケッ
トの明示的なルータインターフェイスのリス

ト。

保留音
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目的コマンドまたはアクション

• ip-address-list—（オプション）マルチキャスト
MOHの最大 4つの明示的なルートのリスト。
デフォルトでは、MOHマルチキャストストリー
ムが、ip source-addressコマンドで構成された
アドレスに対応するインターフェイスに自動出

力されます。

内部コールに対するMOHでは、電話があ
るサブネットに対するパケットフローを

有効にする必要があります。

（注）

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
終了します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config-telephony)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 7

Router(config)# ephone 28

（任意）電話機のマルチキャストMOHを有効にし
ます。これはデフォルトです。

multicast-moh

例：

ステップ 8

•このコマンドは、Cisco Unified CME 4.0以降の
バージョンでサポートされます。

Router(config-ephone)# no multicast-moh

•このコマンドの noフォームは、マルチキャス
トをサポートしない電話機のMOHを無効にし
ます。発信者には、保留中になると繰り返し音

が聞こえます。

•このコマンドは、ephone-templateコンフィギュ
レーションモードでも設定できます。ephoneコ
ンフィギュレーションモードで設定された値

は、ephone-templateモードで設定された値より
も優先されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Router(config-ephone)# end

例

次の例では、保留音を有効にし、使用する音楽ファイルを指定します。

保留音
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telephony-service
moh minuet.wav

次の例では、MOHを有効にし、オーディオストリームのマルチキャストアドレスを
指定します。

telephony-service
moh minuet.wav
multicast moh 239.23.4.10 port 2000

ライブフィードからの保留音（MOH）の構成
ライブフィードから保留音を設定するには、次の手順を実行します。

オーディオファイルおよびライブフィードからMOHを設定する場合、ルータは最初に
ライブフィードを探します。ライブフィードが見つかると、オーディオファイルソー

スは利用されません。ライブフィードが見つからないか、いずれかの時点で失敗した場

合、ルータは、オーディオファイルソースにフォールバックします。

（注）

•ライブフィードには、Foreign Exchange Station（FXS）ポートを使用できません。制約事項

始める前に

• SIP電話機では、Cisco Unified CME 4.1以降のバージョンが必要。

•第 2世代シスコサービス統合型ルータ（ISR G2）ファミリのルータ上の VIC2-2FXO、
VIC2-4FXO、EM-HDA-3FXS/4FXO、EM-HDA-6FXO、または EM2-HDA-4FXO。

NIM-2FXO、NIM-4FXO、NIM-2FXS/4FXO、および NIM-2FXS/4FXOPは、Cisco 4000シ
リーズサービス統合型ルータでサポートされるシスコのネットワークインターフェイス

モジュール（NIM）です。

• VoIPからのライブフィード（SIPトランクを経由）の場合、VADを無効にする必要があ
ります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice-port port

4. input gain decibels

5. auto-cut-through
6. operation 4-wire
7. signal immediate

保留音
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8. signal loop-start live-feed
9. no shutdown
10. exit
11. dial peer voice tag pots
12. destination-pattern string

13. port port

14. exit
15. ephone-dn dn-tag

16. number number

17. moh[out-call outcall-number] [ip ip-address port port-number [route ip-address-list]]
18. exit
19. ephone phone-tag

20. multicast-moh
21. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声ポートコンフィギュレーションモードを開始

します。

voice-port port

例：

ステップ 3

• Port引数は、プラットフォーム依存型です。
シンタックスを表示するには、?と入力しま
す。

Router(config)# voice-port 1/1/0

インターフェイスの受信側で挿入されるゲインの量

を、デシベル単位で指定します。

input gain decibels

例：

ステップ 4

• decibels—許容値は、–6～ 14の整数です。Router(config-voice-port)# input gain 0

（E&Mポートのみ）PBXがMリード応答を提供
しない場合に、コールの完了を有効にします。

auto-cut-through

例：

ステップ 5

• MOHでは、このコマンドを E&Mポートで使
用する必要があります。

Router(config-voice-port)# auto-cut-through

保留音
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目的コマンドまたはアクション

（E&Mポートのみ）4線ケーブル配線方式を選択
します。

operation 4-wire

例：

ステップ 6

• MOHでは、E&Mポートに対して、このコマ
ンドで 4線動作を指定する必要があります。

Router(config-voice-port)# operation 4-wire

（E&Mポートのみ）E&Mタイトランクインター
フェイスの場合は、Eリードでオフフックにするこ

signal immediate

例：

ステップ 7

とで回線を確保し、アドレス情報をデュアルトーRouter(config-voice-port)# signal immediate
ン多重周波数（DTMF）の数値として送信するよう
発信側に指示します。

（FXOポートのみ）ライブフィードからのMOH
オーディオストリームを FXOポートを通してルー
タに直接接続します。

signal loop-start live-feed

例：

Router(config-voice-port)# signal loop-start
live-feed

ステップ 8

•このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.4(15)T
以降のバージョンで、サポートされます。

音声ポートをアクティブにします。no shutdown

例：

ステップ 9

•音声ポートをシャットダウンし、ライブフィー
ドからのMOHを無効化するには、shutdown
コマンドを使用します。

Router(config-voice-port)# no shutdown

音声ポートコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 10

Router(config-voice-port)# exit

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開

始します。

dial peer voice tag pots

例：

ステップ 11

Router(config)# dial peer voice 7777 pots

ダイヤルピアに使用するプレフィックスまたは完全

な E.164電話番号を指定します。
destination-pattern string

例：

ステップ 12

Router(config-dial-peer)# destination-pattern
7777

ダイヤルピアをステップ3で指定した音声ポートに
関連付けます。

port port

例：

ステップ 13

Router(config-dial-peer)# port 1/1/0

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：

ステップ 14

Router(config-dial-peer)# exit

保留音
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目的コマンドまたはアクション

ephone-dnコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

ephone-dn dn-tag

例：

ステップ 15

• dn-tag—構成タスク中にこの ephone-dnを識別
する一意のシーケンス番号。範囲は1～288で
す。

Router(config)# ephone-dn 55

この ephone-dnの有効な内線番号を設定します。number number

例：

ステップ 16

•この番号は、どの電話機にも割り当てられず、
MOH用に使用されるオーディオストリームを
含むコールの発信と受信にのみ使用されます。

Router(config-ephone-dn)# number 5555

• numberこの ephone-dnに関連付けられる、電
話番号または内線番号を表す最大 16文字の文
字列。

この ephone-dnが、MOHストリームのソースとな
る着信コールまたは発信コールに使用されることを

指定します。

moh[out-call outcall-number] [ip ip-address port
port-number [route ip-address-list]]

例：

ステップ 17

•（オプション） out-call outcall-number —ルー
タがMOHライブフィードに対して発信し、着

Router(config-ephone-dn)# moh out-call 7777 ip
239.10.16.8 port 2311 route 10.10.29.3
10.10.29.45

信側番号を指定することを示します。手順3で
または

指定した国内音声ポートに強制接続します。こ

のキーワードなしでこのコマンドを使用するRouter(config-ephone-dn)# moh out-call 7777

と、MOHストリームは着信コールから受信さ
れます。

•（オプション）ip ip-address—マルチキャスト
の宛先 IPアドレス。

ライブフィードからMOHを設定している場
合、およびバックアップ用オーディオファイ

ルから設定している場合には、このコマンド用

にマルチキャスト IPアドレスを設定しないで
ください。ライブフィードが失敗した場合また

は、見つからない場合、MOHは、
telephony-service構成モードで、multicast moh
コマンドを使用して構成した IPアドレスに
フォールバックします。音声ストリームを提供

する音声ファイルからの保留音（MOH）の構
成を参照してください。

このコマンドを使用して、マルチキャストにア

ドレスを指定し、telephony-service構成モード
でmulticast mohコマンドを使用して異なるア

保留音
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目的コマンドまたはアクション

ドレスを指定した場合、MOHオーディオスト
リームをマルチキャストアドレスに送信できま

す。

•（オプション）port port-number —マルチキャ
ストのメディアポート。範囲は 2000～ 65535
です。IP Phoneとルータの間の RTPメディア
転送で使用されていることから、ポート 2000
の使用を推奨します。

•（オプション） route ip-address-list — IPアド
レスマルチキャストパケットを送信する特定

のルータインターフェイスを示します。最大4
つの IPアドレスをリストできます。デフォル
ト：MOHマルチキャストが、ip source-address
コマンドを使用して構成されたアドレスに対応

するインターフェイスに自動出力されます。

ephone-dnコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：

ステップ 18

Router(config-ephone-dn)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 19

Router(config)# ephone 28

（任意）電話機のマルチキャストMOHを有効にし
ます。これはデフォルトです。

multicast-moh

例：

ステップ 20

•このコマンドは、Cisco Unified CME 4.0以降の
バージョンでサポートされます。

Router(config-ephone)# no multicast-moh

•このコマンドの noフォームは、マルチキャス
トをサポートしない電話機のMOHを無効にし
ます。発信者には、保留中になると繰り返し音

が聞こえます。

•このコマンドは、ephone-templateコンフィギュ
レーションモードでも設定できます。ephone
コンフィギュレーションモードで設定された

値は、ephone-templateモードで設定された値よ
りも優先されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 21

保留音
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-ephone)# end

例

次の例は、音声ポート 1/1/0からの発信コールおよびダイヤルピア 7777で、MOHを有
効にします。

voice-port 1/1/0
auto-cut-through
operation 4-wire
signal immediate
!
dial-peer voice 7777 pots
destination-pattern 7777
port 1/1/0
!
ephone-dn 55
number 5555
moh out-call 7777

次の例は、ライブフィードからのMOHを有効にします。また、ライブフィードが見
つからないか、ある時点で失敗した場合に、ルータは音楽ファイル（music-on-hold.au）、
および telephony-serviceコンフィギュレーションで指定されたオーディオストリーム
のマルチキャストアドレスにフォールバックします。

voice-port 0/1/0
auto-cut-through
operation 4-wire
signal immediate
timeouts call-disconnect 1
description MOH Live Feed
!
dial-peer voice 7777 pots
destination-pattern 7777
port 0/1/0
!
telephony-service
max-ephones 24
max-dn 192
ip source-address 10.232.222.30 port 2000
moh music-on-hold.au
multicast moh 239.1.1.1 port 2000
!
ephone-dn 52

number 1
moh out-call 7777

保留音
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異なるメディアソースをサポートする保留音（MOH）グループの構成

•ライブフィードソースからのメディアファイルはサポートされません。

•各MOHグループには、一意のフラッシュメディアファイル名、内線番号、および
マルチキャスト宛先が含まれる必要があります。すでに別のMOHグループに存在す
る内線範囲、MOHファイル名、およびマルチキャスト IPアドレスを入力すると、エ
ラーメッセージが表示され、現在の音声MOHグループ内の新しい入力が廃棄されま
す。

•メディアファイルの CODEC形式は、G.711と G.729に限られています。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 8.0以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice moh-group moh-group-tag

4. description string

5. moh filename

6. multicast moh ip-address port port-number route ip-address-list

7. extension-range starting-extension to ending-extension

8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声MOHグループコンフィギュレーションモード
を開始します。保留中に保留音オーディオファイル

voice moh-group moh-group-tag

例：

ステップ 3

を受信する ephone用に、最大 5つの音声MOHグRouter(config-telephony)# voice moh-group 1
ループを作成できます。音声MOHグループの範囲
は 1～ 5です。

保留音
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目的コマンドまたはアクション

（任意）音声MOHグループの簡単な説明を追加で
きます。音声MOHグループを説明するために、最
大 80文字を使用できます。

description string

例：

Router(config-voice-moh-group)# description moh
group for sales

ステップ 4

指定されたMOHソースファイルを使用して保留音
を有効にします。MOHソースファイルは、.au形式

moh filename

例：

ステップ 5

および .wav形式にする必要があります。MOHファRouter(config-voice-moh-group)# moh
flash:/minuet.au イル名の長さの最大は 128文字です。MOHファイ

ルのディレクトリとファイル名は URL形式で指定
する必要があります。例：moh flash:/minuet.au

•このコマンドを使用してファイルを指定し、後
日異なるファイルを使用する場合は、2番目の
ファイルの構成前に、nomohコマンドを使用し
て 1番目のファイルの使用を無効にします。

このオーディオストリームを、マルチキャストに加

え、MOHでも使用することを指定します。
multicast moh ip-address port port-number route
ip-address-list

例：

ステップ 6

このコマンドは、MOHを内線通話に使用
するために必要で、mohコマンドを使用し
てMOHを有効にした後に構成する必要が
あります。

（注）
Router((config-voice-moh-group)# multicast moh
239.10.16.4 port 16384 route 10.10.29.17
10.10.29.33

• ip-address —マルチキャストの宛先 IPアドレス

• port port-number —マルチキャストのメディア
ポート。範囲は 2000～ 65535です。IP Phoneと
ルータの間の通常のRTPメディア転送で使用さ
れていることから、ポート 2000の使用を推奨
します。

マルチキャストの有効なポート番号には、

16384から 32767の範囲の偶数の番号が含
まれます。（奇数値はシステムで予約され

ています）。

（注）

• route—（オプション）IPマルチキャストパケッ
トの明示的なルータインターフェイスのリス

ト。

• ip-address-list—（オプション）マルチキャスト
MOHの最大 4つの明示的なルートのリスト。
デフォルトでは、MOHマルチキャストストリー
ムが、ip source-addressコマンドで構成された
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目的コマンドまたはアクション

アドレスに対応するインターフェイスに自動出

力されます。

内部コールに対するMOHでは、電話があ
るサブネットに対するパケットフローを

有効にする必要があります。

（注）

（オプション）MOHグループで指定された内線番
号に発信するMOH発信者を識別します。内線番号

extension-range starting-extension to ending-extension

例：

ステップ 7

は、16進の数値（0～ 9または A～ F）であることRouter(config-voice-moh-group)#extension-range
1000 to 1999 が必要です。両方の内線番号（開始内線番号と終了

内線番号）に含まれる桁数は同じにする必要がありRouter(config-voice-moh-group)#extension-range
2000 to 2999 ます。内線範囲を追加するには、このコマンドを繰

り返します。

• starting-extension—（オプション）moh-groupの
開始内線番号を一覧します。

• ending-extension —（オプション）moh-groupの
終了内線番号を一覧します。

終了内線番号は、開始内線番号以上にする

必要があります。内線範囲は、他のMOH
グループで設定されている他の内線範囲と

重なってはなりません。

（注）

内線番号が定義され、moh-groupの範囲
が、ephone-dnで定義された場合、
ephone-dnパラメータが優先されます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router(config-voice-moh-group)# end

例

次の例では、合計 6つのMOHグループが構成されています。MOHグループ 1から 5
は voice-moh-groupコンフィギュレーションモードで設定され、MOHグループ 0は、
telephony-servicesで設定されたMOHソースファイルです。

router# show voice moh-group
telephony-service
moh alaska.wav
Moh multicast 239.1.1.1 port 16384 route 10.1.4.31 10.1.1.2

voice moh-group 1
description this moh group is for sales
moh flash:/hello.au
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multicast moh 239.1.1.1 port 16386 route 239.1.1.3 239.1.1.3
extension-range 1000 to 1999
extension-range 2000 to 2999
extension-range 3000 to 3999
extension-range A1000 to A1999

voice moh-group 2
description (not configured)
moh flash1:/minuet.au
multicast moh 239.23.4.10 port 2000
extension-range 7000 to 7999
extension-range 8000 to 8999

voice moh-group 3
description This is for marketing
moh flash2:/happy.au
multicast moh 239.15.10.1 port 3000
extension-range 9000 to 9999

voice moh-group 4
description (not configured)
moh flash:/audio/sun.au
multicast moh 239.16.12.1 port 4000
extension-range 10000 to 19999

voice moh-group 5
description (not configured)
moh flash:/flower.wav
multicast moh 239.12.1.2 port 5000
extension-range 0012 to 0024
extension-range 0934 to 0964

=== Total of 6 voice moh-groups ===

MOHグループをディレクトリ番号に割り当てる

•異なるMOHグループに同じ内線番号を使用しないでください。制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 8.0以降のバージョン。

• MOHグループは、グローバル構成モードで設定する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-dn tag
4. number
5. moh-group tag

6. end

保留音

22

保留音

MOHグループをディレクトリ番号に割り当てる



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephone-dnコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

ephone-dn tag

例：

ステップ 3

ephone-dnコンフィギュレーションモードでは、
numberコマンドを使用して内線番号を割り当てま
す。

Router(config)# ephone-dn 1

また、ephone-dnの範囲全体で使用するMOHグルー
プを、ephone-dn-templateに設定することもできま
す。このコマンドの結果として、2つの異なるMOH
グループが設定された場合には、ephone-dnコンフィ
ギュレーションで設定されたMOHグループが優先
されます。

ephone-template-dnコンフィギュレーショ
ンコマンドのMOHグループ設定は、その
テンプレートを使用しているディレクトリ

番号が保留されているときに、一時的に禁

止されます。

（注）

内線番号の定義とこの番号を電話機に関連付けるこ

とを許可します。

number

例：

ステップ 4

Router(config)# ephone-dn 1

Router(config-ephone-dn)# number 1001

MOHグループをディレクトリ番号に割り当てるこ
とができます。

moh-group tag

例：

ステップ 5

• MOH group tag—構成用のMOHグループに割
り当てられた固有の番号を識別します。

Router(config-telephony)#voice moh-group 1

Router(config-voice-moh-group)#

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-ephone)# end
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例

次の例では、さまざまなMOHグループが異なるディレクトリ番号（ephone-dn）に割
り当てられています。mohgroup1は ephone-dn 1、moh-group 4は ephone-dn 4、moh-group
5は ephone-dn 5に割り当てられます。
ephone-dn 1 octo-line
number 7001
name DN7001
moh-group 1
!
ephone-dn 2 dual-line
number 7002
name DN7002
call-forward noan 6001 timeout 4
!
ephone-dn 3
number 7003
name DN7003
snr 7005 delay 3 timeout 10
allow watch
call-forward noan 8000 timeout 30
!
!
ephone-dn 4 dual-line
number 7004
allow watch
call-forward noan 7001 timeout 10
moh-group 4
!
ephone-dn 5
number 7005
name DN7005
moh-group 5
!

SCCP電話機のみにすべての内部通話へのMHOグループを割り当てる

•異なるMOHグループに同じ内線番号を使用しないでください。制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 8.0以降のバージョン。

• MOHグループは、グローバル構成モードで設定する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service

保留音
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4. internal-call moh-group tag

5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

ephone-dnコンフィギュレーションモードでは、
numberコマンドを使用して内線番号を割り当てま
す。

Router(config-telephony)# ephone-dn 1

MOHグループを、すべての内部ディレクトリ番号
に割り当てることができます。

internal-call moh-group tag

例：

ステップ 4

• Moh group tag—構成タスクでMOHグループに
割り当てられる一意の番号を識別します。タグ

Router(config)#

Router(config-telephony)# internal call moh-group
4 の範囲は、0～ 5で、0は、テレフォニーサー

ビスのMOH構成を表します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-ephone)# end

例

次の例は、内部ディレクトリコール用に設定された moh-group 4を示しています。

telephony-service
sdspfarm conference mute-on *6 mute-off *8
sdspfarm units 4
sdspfarm transcode sessions 2
sdspfarm tag 1 moto-HW-Conf
moh flash1:/minuet.au
Moh multicast 239.1.1.1 port 16384 route 10.1.4.31 10.1.1.2
internal-call moh-group 4
em logout 0:0 0:0 0:0
max-ephones 110
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max-dn 288
ip source-address 15.2.0.5 port 2000
auto assign 1 to 1
caller-id block code *9999
service phone settingsAccess 1
service phone spanTOPCPort 0
service dss
timeouts transfer-recall 12

MOHファイルのバッファサイズの構成

• MOHグループ 0に対してライブフィードが有効になっている場合、MOHファイル
のキャッシュは禁止されます。

• MOHファイルバッファサイズは、キャッシュする必要があるMOHファイル（サイ
ズ）よりも大きくする必要があります。

• MOHファイルをキャッシュするためには、十分なシステムメモリが使用できる必要
があります。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 8.0以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service
4. moh-file-buffer file size

5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

保留音
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目的コマンドまたはアクション

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

ephone-dnコンフィギュレーションモードでは、
numberコマンドを使用して内線番号を割り当てま
す。

Router(config-telephony)# ephone-dn 1

（任意）MOHファイルサイズ用のバッファを設定
します。最大ファイルバッファサイズ（ファイル

moh-file-buffer file size

例：

ステップ 4

ごと）を、64 KB（8秒）～ 10000 KB（約 20分）のRouter(config-telephony)# moh-file-buffer 2000
間で構成できます。デフォルトmoh-file-bufferサイ
ズは、64 KB（8秒）です。

最も大きいMOHファイルをキャッシュ
し、システムのパフォーマンスを向上する

には、大きいバッファサイズを設定する

ことを推奨します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-ephone)# end

例

次の例は、構成された moh-file-bufferサイズが 90 KBであることを示しています。
telephony-service
sdspfarm conference mute-on *6 mute-off *8
sdspfarm units 4
sdspfarm transcode sessions 2
sdspfarm tag 1 moto-HW-Conf
moh flash1:/minuet.au
Moh multicast 239.1.1.1 port 16384 route 10.1.4.31 10.1.1.2
moh-file-buffer 90
em logout 0:0 0:0 0:0
max-ephones 110
max-dn 288
ip source-address 15.2.0.5 port 2000
auto assign 1 to 1
caller-id block code *9999
service phone settingsAccess 1
service phone spanTOPCPort 0
service dss
timeouts transfer-recall 12
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MOHファイルキャッシュの確認

show ephone mohコマンドを使用して、MOHファイルがキャッシュされているか確認します。

次の例は、MOHグループ 1の音楽ファイル minuet.auがキャッシュされていないことを示しています。
MOHファイルがキャッシュされていることを確認するには、ステップ a～ dに従います。

例：

Router #show ephone moh
Skinny Music On Hold Status (moh-group 1)
Active MOH clients 0 (max 830), Media Clients 0
File flash:/minuet.au (not cached) type AU Media_Payload_G711Ulaw64k 160 bytes
Moh multicast 239.10.16.6 port 2000

a) 上の例のMOHグループ1のように、ファイルがキャッシュされていない場合は、フラッシュ中のファ
イルサイズを確認してください。

例：

Router#dir flash:/minuet.au
Directory of flash:/minuet.au 32 -rw- 1865696 Apr 25 2009 00:47:12 +00:00 moh1.au

b) telephony-serviceで、「moh-file-buffer <file size>」と構成します。デフォルトのファイルサイズは 64KB
（8秒間）です。将来使用する可能性がある大きいMOHファイルをキャッシュするためには、大きい
ファイルサイズを入力します。

例：

Router(config)# telephony-service
Router(config-telephony)# moh-file-buffer 2000

c) voice moh-group <group tag>で、「no mo」を構成したらすぐに、「moh <filename>」を構成します。こ
れによりMOHサーバは、すぐにフラッシュからファイルを読み込み直します。

例：

Router(config-telephony)#voice moh-group 1
Router(config-voice-moh-group)#no moh
Router(config-voice-moh-group)#moh flash:/minuet.au

d) ファイルのサイズによっては、数分（約2分）後にMOHファイルのキャッシュを確認する必要があり
ます。

例：

Router #show ephone moh
Skinny Music On Hold Status - group 1
Active MOH clients 0 (max 830), Media Clients 0
File flash:/moh1.au (cached) type AU Media_Payload_G711Ulaw64k 160 bytes
Moh multicast 239.10.16.6 port 2000
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ライブフィードが moh-group 0で設定されている場合、バッファサイズがファイルサイズよ
り小さい場合、またはシステムメモリが不足している場合は、MOHファイルのキャッシュが
禁止されます。

（注）

保留音（MOH）グループ構成の確認

ステップ 1 show voice moh-groupコマンドを使用して、1つ以上の moh-group構成を表示します。

次の例は、内線範囲、MOHファイル、およびマルチキャスト宛先アドレスを持つ 6つすべてのMOHグ
ループを示しています。

router# show voice moh-group
telephony-service
moh alaska.wav
Moh multicast 239.1.1.1 port 16384 route 10.1.4.31 10.1.1.2

voice moh-group 1
description this moh group is for sales
moh flash:/audio?minuet.au
multicast moh 239.1.1.1 port 16386 route 239.1.1.2 239.1.1.3
extension-range 1000 to 1999
extension-range 2000 to 2999
extension-range 3000 to 3999
extension-range 20000 to 22000
extension-range A1000 to A1999

voice moh-group 2
description (not configured)
moh flash:/audio/hello.au
multicast moh 239.23.4.10 port 2000
extension-range 7000 to 7999
extension-range 8000 to 8999

voice moh-group 3
description This is for marketing
moh flash:/happy.au
multicast moh 239.15.10.1 port 3000
extension-range 9000 to 9999

voice moh-group 4
description (not configured)
moh flash:/audio/sun.au
multicast moh 239.16.12.1 port 4000
extension-range 10000 to 19999

voice moh-group 5
description (not configured)
moh flash:/flower.wav
multicast moh 239.12.1.2 port 5000
extension-range 0012 to 0024
extension-range 0934 to 0964
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=== Total of 6 voice moh-groups ===

ステップ 2 show ephone mohを使用して、構成した各MOHグループに関する情報を表示します。

次の例では、5つの異なるMOHグループの情報が表示されます。

Router # show ephone moh
Skinny Music On Hold Status (moh-group 1)
Active MOH clients 0 (max 830), Media Clients 0
File flash:/minuet.au (not cached) type AU Media_Payload_G711Ulaw64k 160 bytes
Moh multicast 239.10.16.6 port 2000

Skinny Music On Hold Status (moh-group 2)
Active MOH clients 0 (max 830), Media Clients 0
File flash:/audio/hello.au type AU Media_Payload_G711Ulaw64k 160 bytes
Moh multicast on 239.10.16.6 port 2000 via 0.0.0.0

Skinny Music On Hold Status (moh-group 3)
Active MOH clients 0 (max 830), Media Clients 0
File flash:/bells.au type AU Media_Payload_G711Ulaw64k 160 bytes
Moh multicast on 239.10.16.5 port 2000 via 0.0.0.0

Skinny Music On Hold Status (moh-group 4)
Active MOH clients 0 (max 830), Media Clients 0
File flash:/3003.au type AU Media_Payload_G711Ulaw64k 160 bytes
Moh multicast on 239.10.16.7 port 2000 via 0.0.0.0

Skinny Music On Hold Status (moh-group 5)
Active MOH clients 0 (max 830), Media Clients 0
File flash:/4004.au type AU Media_Payload_G711Ulaw64k 160 bytes
Moh multicast on 239.10.16.8 port 2000 via 0.0.0.0

ステップ 3 show voice moh-group statisticsコマンドを使用してMOHサブシステム性的情報を表示します。

次の例で、MOHGroup Streaming Interval Timing Statisticsは、ストリーミング間隔の間のメディアパケット
カウントを示します。各パケットカウンタは 32ビットサイズで、カウント制限は 4294967296です。これ
は、20ミリ秒のパケット間隔（G.711用）で、カウンタが 2.72年（2年 8ヵ月）後に 0から再起動するこ
とを意味しています。2年に 1回 clear voice moh-group statisticsを使用して、パケットカウンタをリセット
してください。

MOH Group Packet Transmission Timing Statisticsは、MOHグループがメディアパケットの送信に使用した
最大時間長と最小時間長（マイクロ秒単位）を示します。MOHGroupLoopback Interval Timing Statisticsは、
SRSTの場合と同様に、マルチキャストMOHルータとしてループバックインターフェイスが設定されて
いる場合に使用できます。これらのカウントは、特定のストリーミングタイミング間隔内のループバック

パケットカウントです。

router# show voice moh-group statistics

MOH Group Streaming Interval Timing Statistics:
Grp# ~19 msec 20~39 40~59 60~99 100~199 200+ msec
==== ========== ========== ========== ========== ========== ==========
0: 25835 17559966 45148 0 0 1
1: 19766 17572103 39079 0 0 1
2: 32374 17546886 51687 0 0 1
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3: 27976 17555681 47289 0 0 1
4: 34346 17542940 53659 0 0 1
5: 14971 17581689 34284 0 0 1

MOH Group Packet Transmission Timing Statistics:
Grp# max(usec) min(usec)
==== ========== ==========
0: 97 7.
1: 95 7.
2: 97 7.
3: 96 7.
4: 94 7.
5: 67 7.

MOH Group Loopback Interval Timing Statistics:
loopback event array: svc_index=1542, free_index=1549, max_q_depth=31
Grp# ~19 msec 20~39 40~59 60~99 100~199 200+ msec
==== ========== ========== ========== ========== ========== ==========
0: 8918821 8721527 10023 0 1 1
1: 9007373 8635813 7184 0 1 1
2: 8864760 8772851 12758 0 1 1
3: 8924447 8715457 10464 0 1 1
4: 8858393 8778957 13017 0 1 1
5: 9005511 8639936 4919 0 1 1

Statistics collect time: 4 days 2 hours 5 minutes 39 seconds.

ステップ 4 clear voice moh-group statisticsコマンドを使用して、MOHサブシステム性的情報の表示をクリアします。

例：

router# clear voice moh-group statistics
All moh group stats are cleared

保留音の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2 :保留音の機能情報

機能情報Cisco Unified Cisco Mobility
Expressのバージョン

機能名

Unified Cisco Mobility Express
のライブフィードからの保留

音のサポートが、Cisco4000シ
リーズサービス統合型ルータ

に導入されました。

12.2保留音

ライブフィードからのマルチ

キャスト保留音のサポート

が、Cisco 4000シリーズサー
ビス統合型ルータの SCCPか
ら SCCP通話に導入されまし
た。

12.2

Unified Cisco Mobility Express
での G.711および G.729コー
デック形式のMOHファイル
の構成サポートが追加されま

した。

11.7

さまざまなメディアソースか

らの保留音が追加されまし

た。

8.0

SIP電話機の保留音がサポート
されました。

4.1

•内部通話用の保留音が導
入されました。

•電話機ごとにマルチキャ
ストMOHを無効にする
機能が導入されました。

4.0

ライブオーディオフィードを

マルチキャストソースとして

使用する機能が導入されまし

た。

3.0

外部通話用の、ライブオー

ディオフィードからの保留音

が導入されました。

2.1

2.0
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機能情報Cisco Unified Cisco Mobility
Expressのバージョン

機能名

外部通話用の、オーディオ

ファイルからの保留音が導入

されました。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


